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地域に根ざし人々の「生きる」を支えるために…

VOL

３つの願い
１ 医療と福祉を充実させましょう　2 公害をなくしましょう　３ 核兵器をなくし、平和を守りましょう

2022

悲
し
す
ぎ
る
春

み
さ
き
漁

402
４月

　

世
界
の
中

で
、
戦
争
が
起

こ
っ
て
い
て

も
、
季
節
は
規

則
正
し
く
巡

り
、
日
本
も
桜

前
線
の
声
が
聞

こ
え
、
春
を
迎

え
る
が
、
こ
ん

な
に
悲
し
い
春
は
あ
り
ま
せ

ん
♥
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
侵
略
を
開
始
し
て
以

来
、
学
校
、
幼
稚
園
、
住
宅

街
ま
で
爆
撃
、
破
壊
し
、
原

発
や
旧
ソ
連
時
代
の
核
物
質

研
究
施
設
も
標
的
に
し
て
い

ま
す
。
戦
闘
が
続
く
ウ
ク
ラ

イ
ナ
南
東
部
の
港
湾
都
市
マ

リ
ウ
ポ
リ
で
は
、
産
婦
人

科
・
小
児
科
医
院
が
爆
撃
さ

れ
、
多
数
の
母
子
ら
が
犠
牲

に
な
っ
た
と
報
道
が
あ
り
ま

し
た
。
Ｃ
Ｎ
Ｎ
に
出
演
し
た

マ
リ
ウ
ポ
リ
副
市
長
は
「
イ

ン
フ
ラ
の
九
割
が
破
壊
さ

れ
、
三
分
の
一
は
も
は
や
補

修
が
で
き
ま
せ
ん
。
人
道
支

援
物
資
が
受
け
ら
れ
な
い

し
、
食
料
も
水
も
電
気
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
も
止
ま
っ

て
い
ま
す
。
爆
撃
が
継
続
的

に
行
わ
れ
、
ロ
シ
ア
が
毎
日

五
〇
か
ら
一
〇
〇
発
の
爆
弾

を
投
下
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
♥
戦
争
で
犠
牲

に
な
る
の
は
い
つ
も
一
般
市

民
で
す
。
日
常
の
暮
ら
し
が

奪
わ
れ
、
一
人
ひ
と
り
の
か

け
が
え
の
な
い
命
が
不
本
意

に
奪
わ
れ
る
。
あ
と
は
、
悲

し
み
し
か
残
り
ま
せ
ん
♥
祖

国
と
家
族
を
守
り
続
け
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
に
心
を
寄

せ
、
プ
ー
チ
ン
政
権
に
対

し
、
世
界
中
の
国
々
と
市
民

社
会
が
「
国
連
憲
章
を
守

れ
」「
侵
略
を
や
め
ろ
」
の

声
を
広
げ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
々
に
平
和
が
訪
れ
、
日
常

の
暮
ら
し
が
一
刻
も
早
く
取

り
戻
せ
る
こ
と
を
願
う
ば
か

り
で
す
。�

（
Ｈ
・
Ｎ
）

地域生活支援ハウスのむら　

地域生活支援ハウスのむら　

地域生活支援ハウスのむら　

地域生活支援ハウスのむら　
だよりだよりだよりだより

た
。
普
段
、
煮
魚
は
お
好
み
で
な

い
利
用
者
の
方
に
も
、
握
り
寿
司

は
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
春
ら

し
い
桃
の
節
句
の
お
膳
を
お
腹
い

っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

雪
の
下
に
新
芽
が
芽
吹
い
て
桃

の
花
が
咲
く
よ
う
に
、
今
年
こ
そ

窮
屈
な
生
活
か
ら
抜
け
出
し
て
、

透
明
な
壁
も
な
く
手
を
取
り
合
え

る
日
常
に
戻
り
ま
す
よ
う
に
。

�

厨
房　

森
本　

方
子

　４月30日・５月２日は、通常どおり診療
し、リハビリ・送迎にも対応いたします。
　○は通常どおり診療、赤い日付の▲（日
曜・祝日）は午前中のみでリハビリ・送迎は
ございません。
　ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご
協力をお願いいたします。

医療法人社団秀和会　野村医院
TEL：06-6481-4207

� 日　付

時　間�

４月 ５月
28 29 30 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

午前 ９時～12時 〇 ▲ 〇 ▲ 〇 ▲ ▲ ▲ 〇 〇

午後 ２時～７時
（土曜は２時～５時） 〇 午後

休み 〇 午後
休み 〇 午後

休み 〇 〇

ゴールデンウィークの診療日程のお知らせゴールデンウィークの診療日程のお知らせ

　

女
の
子
の
伝
統
行
事
と
言
え
ば

ひ
な
ま
つ
り
で
す
。
も
と
も
と
男

女
に
関
係
な
く
、
厄
祓
い
や
邪
気

祓
い
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

江
戸
時
代
に
三
月
三
日
を
上

じ
ょ
う

巳し

の

節
句
と
定
め
、
ひ
な
人
形
を
飾
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
三
日
を
お
祝
い
の
行
事

食
と
し
、
四
種
の
握
り
寿
司
（
マ

グ
ロ
、
海
老
、
サ
ー
モ
ン
、
穴

子
）
と
細
巻
き
、
ひ
な
あ
ら
れ
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
三
色
豆
（
緑
色
／

大
地
…
健
康
的
な
体
・
新
緑
の
生

命
力
・
邪
気
を
追
い
払
う
、
白
色

／
雪
…
清
潔
・
清
め
る
、
ピ
ン
ク

色
／
桃
…
厄
除
け
・
魔
除
け
）
な

ど
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

ひなまつり

お祝い行事食
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二
〇
二
〇
年
一
月
十
五
日
（
私
の

誕
生
日
）
に
日
本
で
初
め
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
、
二
年

以
上
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
こ
の

ほ
と
ん
ど
の
期
間
が
緊
急
事
態
宣
言

や
蔓
延
防
止
に
よ
り
自
粛
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
や
、

人
と
関
り
を
持
つ
機
会
が
激
減
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
地
域
に

住
ま
う
方
々
に
少
し
で
も
そ
の
機
会

を
と
考
え
、
時
期
が
来
ま
し
た
ら

「
体
操
教
室
」
を
定
期
的
に
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ

の
中
で
も
主
た
る
テ
ー
マ
の
一
つ
で

あ
る
転
倒
に
つ
い
て
先
立
っ
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
の
約
一

三
％
が
転
倒
や
骨
折
で
あ
り
、
そ
の

内
の
約
五
六
％
が
住
宅
等
の
居
住
場

所
で
転
倒
し
て
い
ま
す
。
転
倒
と
は

身
近
に
あ
る
と
て
も
大
き
な
危
険
で

す
。「
転
倒
」
と
い
う
言
葉
は
広

く
、
人
に
よ
り
イ
メ
ー
ジ
が
違
う
と

思
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
先
人
の

言
葉
を
借
り
『
自
分
の
意
志
か
ら
で

は
な
く
、
地
面
ま
た
は
よ
り
低
い
場

所
に
膝
や
手
な
ど
が
接
触
す
る
こ

と
』（Gibson

）
と
ご
理
解
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

転
倒
の
要
因
は
大
き
く
二
つ
、
内

的
要
因
と
外
的
要
因
が
あ
り
ま
す
。

内
的
要
因
は
、
加
齢
に
伴
う
身
体
機

能
の
低
下
で
あ
り
、
細
か
く
は
①
感

覚
系
②
視
覚
③
神
経
系
④
筋
肉
や
骨

⑤
バ
ラ
ン
ス
⑥
脳
に
分
け
ら
れ
、
他

に
内
服
薬
（
必
要
以
上
に
た
く
さ
ん

薬
を
飲
ん
で
い
る
）
や
生
活
習
慣
も

含
ま
れ
ま
す
。
外
的
要
因
と
は
住
宅

環
境
の
こ
と
で
、
詳
し
く
は
後
述
し

ま
す
。
特
に
筋
力
の
低
下
、
一
年
以

内
に
転
倒
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
統

計
上
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
身

体
機
能
の
低
下
に
よ
り
転
倒
を
経
験

す
る
と
、
自
信
を
無
く
し
た
り
、
怖

さ
で
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま

す
。
閉
じ
こ
も
る
こ
と
で
、
よ
り
身

体
機
能
が
低
下
し
転
倒
し
て
し
ま
う

と
い
う
、
図
１
の
よ
う
な
悪
循
環
に

陥
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

身
体
機
能
の
維
持
・
向
上
の
参
考

の
た
め
、以
下
に
転
倒
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
る
人
た
ち
の
研
究
結
果
を
一

部
抜
粋
し
て
載
せ
ま
す
。『
歩
行
運
動

習
慣
が
あ
る
人
は

習
慣
が
無
い
人
と

比
べ
バ
ラ
ン
ス
が

良
い
』（M

elzer

）、

『
家
事
や
庭
の
手

入
れ
を
週
五
時
間

以
上
行
う
五
十
歳

以
上
の
人
は
、
そ

う
で
な
い
人
と
比

べ
骨
折
の
危
険
度

が
か
な
り
低
い
』

（Cooper

）、『
余
暇

時
間
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
す
る
習
慣

が
あ
る
人
は
無
い

人
に
比
べ
股
関
節

の
骨
折
リ
ス
ク
が

か
な
り
少
な
い
』

（Cum
m
ings

）、

ま
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世

界
保
健
機
構
）
は

高
齢
者
の
健
康
増

進
の
た
め
、
一
日

に
最
低
三
十
分
程

度
の
何
ら
か
の
身

体
活
動
を
行
う
こ

と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

外
的
要
因
は
図
２
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
外
的
要
因
で
あ
る
住
宅
環

境
の
改
善
は
、
コ
ー
ド
や
座
布
団
等

で
つ
ま
ず
か
な
い
様
に
整
理
し
た

り
、
手
す
り
や
足
元
を
照
ら
す
電
気

を
設
置
し
た
り
と
、
転
倒
を
予
防
す

る
環
境
に
変
え
て
い
き
ま
す
。

　

「
結
局
何
か
ら
し
た
ら
い
い

の
？
」
と
な
る
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。

　

い
く
つ
か
文
献
を
参
考
に
以
下
に

ま
と
め
ま
し
た
。

１�

、
高
負
荷
の
運
動
で
筋
肉
を
つ
け

る
よ
り
も
、
低
負
荷
で
長
期
間

（
毎
日
散
歩
す
る
等
）

２�

、
啓
発
活
動
（
転
倒
の
危
険
性
を

知
り
、
気
を
付
け
る
）

３�
、
住
宅
環
境
と
服
薬
状
況
（
医
師

と
相
談
）
の
見
直
し

４�

、
バ
ラ
ン
ス
練
習
（
片
足
立
ち
、

足
首
・
足
指
の
運
動
等
）

　

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
今
後
体
操
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
ら
、
こ
の
様
な
こ
と
を

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
是
非

ご
参
加
下
さ
い
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

�

理
学
療
法
士　

前
田　

晃
英

―
西
澤
　
求
甫
―

ビ
キ
ニ
・
デ
ー
　
こ
の
集
会
の 

名
に
お
い
て

�

ロ
シ
ア
の
暴
挙 

許
し
は
せ
ぬ
ぞ
！

三
・
一 

ビ
キ
ニ
・
デ
ー
の
名
に
お
い
て

�

（
六
十
八
年
の
長
き
歳
月
）

核
実
験 

ビ
キ
ニ
環
礁 

ぶ
っ
飛
ば
し

�

予
想
を
超
え
て 

災
害
甚
大

月のテーマ4
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル�

０
１
２
０

－

９
７
９

－

４
５
１

健
康
情
報
（
兵
庫
県
保
険
医
協
会
）

―
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
―

�

※
29
日（
金
・
祝
）は
木
曜
日
の
テ
ー
マ
を
放
送
し
ま
す
。

月
曜
日
／
変
形
性
股
関
節
症

火
曜
日
／
子
ど
も
の
歯
並
び
に
つ
い
て

水
曜
日
／
腸
閉
塞
と
は

木
曜
日
／
眼
瞼
痙
攣
に
つ
い
て

金
土
日
／
不
妊
で
お
悩
み
の
方
へ

※�新型コロナウイルス感染予防のためマスク着用をお願いします。
※�体温が37.5℃以上ある方や体調不良がある方は参加をお控えください。
※いずれも申込不要、動きやすい服装でご参加ください。

　尼崎市では、公害医療の方を対象に「呼吸器教室・
音楽療法事業」を行っています。

382

※�新型コロナウイルスの影響により、
教室関係は当面の間休止させていた
だいております。ご迷惑をおかけし
ますが、ご理解・ご協力をお願いい
たします。

お 知 ら せ

公害医療の方を対象とした
教室のお知らせ

開 催 日 時　　間
2022年６月17日（金）
2022年７月１日（金） 午前９時半～12時
2022年９月９日（金）

　当院のすぐそばにあるクレエル
会館（旧赤とんぼの里）でも、下
記の日程で事業を行っていますの
で、対象の方はぜひご参加くださ
い。詳しくは尼崎市公害健康補償
課（☎06-4869-3019）までお問い
合わせください。

図１�身体機能低下による悪循環（作：前田晃英）

転
倒
に�

�

つ
い
て

リ

ハ

ビ

リ

版

図２�高齢者の転倒の外的要因（作：前田晃英）

（形状・ヒモの長さ等）


